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まえがき 
 

 この「会津坂下町議会 議会要覧」は、町議会について理解を深めていただくために、

会津坂下町議会の構成及び活動内容をまとめたものです。皆様にとって身近な議会となれ

るよう努めてまいります。 

  
 
 
 
 

 
 
 

議長挨拶 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会津坂下町議会議長 赤城 大地 

日頃より会津坂下町議会に対しまして、ご理解とご

協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、国際情勢の影響による物価高騰が続き、我が

町においても町民生活に様々な影響が見受けられてお

ります。また高齢化の影響による地域の担い手不足、

商工業や農林業に携わる皆様の事業継承の課題など解

決しなければならない課題が山積しております。町議

会といたしましても、これらの課題を喫緊のものと捉

え、町民福祉の向上のため関係各所と連携を深めなが 

ら解決に努めているところです。 

今回の議会要覧では、令和７年中の議会の状況及び活動内容を掲載しております。令和

７年度においては、町への提言や国への議会単独の要望を実施するなど、議会活動を活

発化させてまいりました。今後とも町民の皆様の声をより一層町政に反映させるべく議

会内の仕組みを整えるとともに、二元代表制を体現できる議会を確立して参ります。本

冊子が会津坂下町議会の活動を理解する一助となれば幸いです。 
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１．会津坂下町の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月１日現在の人口（外国人を含む） 

 総人口 男 女 世帯数 

人数・世帯数 13,372 人 6,497 人 6,875 人 5,244 

 
 
 
 

会津美里町にそれぞれ接しています。 

 町名の由来は、アイヌ語の「バッケ（坂の下）」がなまったものとする説のほか諸説

あります。また、室町時代の文明７年（1475 年）に栗村と番下村を併せ「坂下村」と

改めた記録もあります。 

 

○町の自然・気候 

標高は１７５～４５０ｍで、会津盆地の豊かな水と農地から良質米を産し、アスパラ

ガス、キュウリ、リンゴ、花き、そば等の栽培が盛んです。 

気候は日本海側内陸性気候に属し、盆地特有の寒暖差が大きく、夏は暑く冬は寒く積

雪も１ｍに達することがあります。 

 

○町の歴史・沿革 

 西部丘陵地には、古代先住民の遺跡が多数分布し、西暦５４０年の仏教伝来の言い伝

えや古墳群から、古くから文化が栄えていたことが伺えます。 

 中・近世は、恵まれた水陸の交通網により宿場町の形態を整え、物資の集散地として

栄えました。 

 昭和３０年には旧坂下町を中心に若宮村・金上村・広瀬村・川西村・八幡村の１町５

村が合併し、昭和３５年の境界変更により高寺地区が高郷村（現在の喜多方市）から編

入され現在に至っています。 

○町の立地・町名の由来 

 会津盆地の西部に位置し、中心部を国道４９号が横

断し、南部を磐越自動車道が走り会津坂下ＩＣが設置

されています。また、東には阿賀川、西は只見川が流

れ、昔から交通の要所となっています。 

 面積は９１．５９㎢、東西１１㎞、南北１４㎞で、

会津若松市・湯川村・喜多方市・西会津町・柳津町・ 
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２．議長・副議長 

 令和８年４月３日の第２回臨時会において議長・副議長の選挙を執行した結果、以下の

議員が当選し、就任しました。 

 

 氏     名 任 期 

議 長 赤 城 大 地 
令和８年４月３日～令和１０年３月３１日 

副議長  青 木 美貴子 

※議長及び副議長の任期は、議員の任期による。（法 103） 

※正副議長の任期について、１期２年とし再任は妨げない。（先例集 122） 

 

３．議員名簿 
任期：令和６年４月１日～令和１０年３月３１日 

議席 氏  名 常任委員会 所 属 当選回数 

１ 髙 久 敏 明 〇総 務 産 建 無所属 １ 

２ 目 黒 克 博 ◎総 務 産 建 無所属 ２ 

３ 物 江 政 博 ◎文 教 厚 生 無所属 ３ 

４ 横 山 智 代 ○文 教 厚 生 日本共産党 ３ 

５ 小 畑 博 司 総 務 産 建 無所属 ４ 

６ 佐 藤 宗 太 文 教 厚 生 無所属 ４ 

７ 五十嵐 正 康 総 務 産 建 無所属 ４ 

８ 山 口   享 総 務 産 建 無所属 ４ 

９ 五十嵐 一 夫 文 教 厚 生 無所属 ７ 

１０ 水 野 孝 一 総 務 産 建 無所属 ８ 

１１ 酒 井 育 子 文 教 厚 生 無所属 ８ 

１２ 青 木 美貴子 文 教 厚 生 無所属 ４ 

１３ 赤 城 大 地 総 務 産 建 無所属 ３ 

１４  

◎印：委員長 ○印：副委員長 １３番：議長 １２番：副議長 

 

年齢・性別内訳 

区分 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70～79 歳 80 歳～ 計 

男 １ １ １ ３ ４  １０ 

女     ２ １ ３ 

計 １ １ １ ３ ６ １ １３ 

（最年少：３５歳 最年長：８５歳 平均年齢：６６歳） 
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４．議会運営委員会 

議会運営委員会（４名） 

委 員 長 五十嵐 正 康 

副 委 員 長 酒 井 育 子 

委 員 目 黒 克 博（総務産業建設常任委員会委員長） 

委 員 物 江 政 博（文教厚生常任委員会委員長） 

※議長、副議長も出席して発言することができる。（会津坂下町議会運営委員会規程第６条） 
 
５．常任委員会 

総務産業建設常任委員会（７名） 

委 員 長 目 黒 克 博 

副 委 員 長 髙 久 敏 明 

委 員 
小 畑 博 司 五十嵐 正 康 山 口   享 

水 野 孝 一 赤 城 大 地  

※所管：総務課、政策財務課、建設課、産業課、出納室の分掌に属する事項、選挙管理委

員会、監査委員、農業委員会の所管に属する事項及び他の常任委員会の所管に属

さない事項（会津坂下町議会委員会条例第２条第１号） 
 

文教厚生常任委員会（６名） 

委 員 長 物 江 政 博 

副 委 員 長 横 山 智 代 

委 員 
佐 藤 宗 太 五十嵐 一 夫 酒 井 育 子 

青 木 美貴子  

※所管：生活課の分掌に属する事項及び教育委員会の所管に属する事項（会津坂下町議会委

員会条例第２条第２号） 

※両委員会とも任期は２年とする。（会津坂下町議会委員会条例第３条） 
 
６．特別委員会 

広報広聴特別委員会（５名） 

委 員 長 青 木 美貴子（※副議長は委員長となる（先例集 80）） 

副 委 員 長 佐 藤 宗 太 

委 員 髙 久 敏 明 山 口   享 五十嵐 一 夫 
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新庁舎建設検討特別委員会（１２名） 

委 員 長 青 木 美貴子 

副 委 員 長 
髙 久 敏 明 

横 山 智 代 

委 員 

目 黒 克 博 物 江 政 博 小 畑 博 司 

佐 藤 宗 太 五十嵐 正 康 山 口   享 

五十嵐 一 夫 水 野 孝 一 酒 井 育 子 

 

議会改革特別委員会（１２名） 

委 員 長 佐 藤 宗 太 

副 委 員 長 水 野 孝 一 

委 員 

髙 久 敏 明 目 黒 克 博 物 江 政 博 

横 山 智 代 小 畑 博 司 五十嵐 正 康 

山 口   享 五十嵐 一 夫 酒 井 育 子 

青 木 美貴子  

 

※その他 

当初予算の審査時（第１回定例会中）には、議長を除く議員による「予算特別委員会」

が、決算の審査時（第３回定例会中）には、議長、監査委員を除く議員による「決算特

別委員会」が設置されました。 

 

７．協議の場 
 協議の場とは、本会議、委員会以外で、会議の運営に関して協議を行うための公の会議

のことをいいます。 

 

議会全員協議会（１３名） 

髙 久 敏 明 目 黒 克 博 物 江 政 博 横 山 智 代 小 畑 博 司 

佐 藤 宗 太 五十嵐 正 康 青 木 美貴子 五十嵐 一 夫 水 野 孝 一 

酒 井 育 子 山 口   享 赤 城 大 地  

 

※その他 

会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員 山 口   享 五十嵐 一 夫 

監査委員（議会選出） 小 畑 博 司 
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８．本会議開催状況（令和７年） 

会議名 
会期等 一般質問

者 

傍聴者 

延人数 期間 日数 会議日数 

第１回定例会 3 月６日～ 3 月１７日 12 日間 6 日間 8 人 39 人 

第２回定例会 7 月 1 日～ 7 月 10 日 10 日間 5 日間 8 人 28 人 

第３回定例会 9 月  4 日～ 9 月 18 日 15 日間 7 日間 8 人 15 人 

第４回定例会 12 月 4 日～12 月 12 日 9 日間 5 日間 9 人 34 人 

第１回臨時会  1 月 31 日 1 日間 1 日間  2 人 

第２回臨時会  2 月 25 日 1 日間 1 日間  

第３回臨時会  4 月 30 日 1 日間 1 日間 

第４回臨時会 8 月 19 日 1 日間 1 日間 

第５回臨時会 11 月 18 日 1 日間 1 日間 

第６回臨時会 12 月 24 日 1 日間 1 日間 

 
９．委員会開催状況 

区分 委員会名 開催日数 備考 

常任委員会 
総務産業建設 ７日間 内閉会中  ３日 

文教厚生 ８日間 内閉会中  ４日 

議会運営委員会 議会運営 ２０日間 内閉会中 １１日 

特別委員会 

広報広聴 １２日間 内閉会中  ９日 

新庁舎建設検討 ６日間 内閉会中  ３日 

議会改革 ４日間 内閉会中  １日 

予算／決算 ５日間 内閉会中  ０日 

その他協議の場 議会全員協議会 １９日間 内閉会中  １２日 
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１０．議案等の審議状況 
  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１回
定例会

第２回
定例会

第３回
定例会

第４回
定例会

第１回
臨時会

第２回
臨時会

第３回
臨時会

第４回
臨時会

第５回
臨時会

第６回
臨時会

計

1 2 3

1 1

2 2

9 4 4 6 3 1 1 28

14 6 7 4 2 1 1 1 1 7 44

7 7

5 1 4 2 1 1 14

28 12 24 12 6 1 5 2 1 8 99

1 2 3 6

7 7

26 11 14 12 6 1 2 1 1 8 82

2 1 1 4

0

0

0

0

28 12 24 12 6 1 5 2 1 8 99

1 1

0

0

0

5 2 2 9

5 3 2 0 0 0 0 0 0 0 10

5 1 2 8

2 2

0

5 3 2 0 0 0 0 0 0 0 10

5 6 1 0 0 0 0 0 0 0 12

4 3 1 8

1 1

1 2 3

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

1 1

0

0継続審査

結
果

合 計

そ の 他

継続審査

提出件数

否 決

可 決

承 認

合 計

決 議

不 採 択

請
願

陳
情

採 択

合 計

意 見 書

規 則

条 例

同 意

可 決

認 定

答 申

合 計

採 択

不 採 択

継続審査

提出件数

専決その他町
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

結
果

そ の 他

決 算

予 算

条 例

専決予算

専決条例

否 決

撤 回

不 認 定
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１１．議事経過・概要 

区分 会期 開催月日 

本会議

出 席

議員数 

議事の概要 

第１回

定例会 

12 日間 3 月 6 日 14 人 招集日 町長提出議案の説明 

3 月 10 日 14 人 一般質問 5 人登壇 

3 月 11 日 14 人 一般質問 3 人登壇 

3 月 17 日 14 人 最終日 提出議案の採決 

 

区分 会期 開催月日 

本会議

出 席

議員数 

議事の概要 

第２回

定例会 

10 日間 7 月 1 日 13 人 招集日 町長提出議案の説明 

7 月 3 日 13 人 一般質問 5 人登壇 

7 月 4 日 13 人 一般質問 3 人登壇 

7 月 10 日 13 人 最終日 提出議案の採決 

 

区分 会期 開催月日 

本会議

出 席

議員数 

議事の概要 

第３回

定例会 

15 日間 9 月 4 日 14 人 招集日 町長提出議案の説明 

9 月 8 日 14 人 一般質問 5 人登壇 

9 月 9 日 14 人 一般質問 3 人登壇 

9 月 18 日 14 人 最終日 提出議案の採決 

※決算特別委員会には、議会選出監査委員は出席者として含めない。 

 

区分 会期 開催月日 

本会議

出 席

議員数 

議事の概要 

第４回

定例会 

9 日間 12 月 4 日 13 人 招集日 町長提出議案の説明 

12 月 8 日 13 人 一般質問 5 人登壇 

12 月 9 日 13 人 一般質問 4 人登壇 

12 月 12 日 13 人 最終日 提出議案の採決 
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区分 会期 開催月日 

本会議

出 席

議員数 

議事の概要 

第１回

臨時会 
1 日間  1 月 31 日 12 人 財産の取得について（追認）等 

第２回

臨時会 
1 日間  2 月 25 日 13 人 

令和６年度会津坂下町一般会計補正予算（第８

号） 

第３回

臨時会 
1 日間  4 月 30 日 13 人 

専決処分の報告（除会津坂下町課設置条例の一

部を改正する条例）について等 

第４回

臨時会 
1 日間  8 月 19 日 14 人 副町長の選任について等 

第５回

臨時会 
1 日間  11 月 18 日 14 人 

令和７年度会津坂下町一般会計補正予算（第６

号） 

第６回

臨時会 
1 日間 12 月 24 日 12 人 

職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例等 

 
１２．請願・陳情の審査 
 
（１）請願 

受理 

年月日 
件名 提出者 紹介議員 

付託 

委員会 
結果 

第１号 

2 月 19 日 

緊急防災・減災事業債の

期間延長及び一層の充実

を求める請願について 

会津の大地と健康を

守る会 

代表 千葉親子 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第２号 

2 月 19 日 

持続可能な農業の発展を

築き、食料自給率を高め

るための請願について 

会津の大地と健康を

守る会 

代表 千葉親子 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第３号 

2 月 19 日 

高額療養費の限度額引き

上げの見直しを求める請

願書について 

会津の大地と健康を

守る会 

代表 千葉親子 

横山智代 

 

文教 

厚生 

 

採択 
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第４号 

2 月 19 日 

はたらく女性への健康配

慮を求める請願について 

会津の大地と健康を

守る会 

代表 千葉親子 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

不採択 

第５号 

2 月 20 日 

福島県最低賃金の引き上

げと早期発効を求める意

見書提出の請願について 

日本労働組合総連合

会 福島県連合会 

両沼地区連合会 

議長 檜山洋明 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第６号 

6 月 13 日 

地方財政の充実・強化を

求める意見書提出請願書 

日本労働組合総連合

会福島県連合会 

両沼地区連合会 

議 長 檜山洋明 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

不採択 

第７号 

6 月 18 日 

「国の『被災児童生徒就

学支援等事業』の継続と、

被災児童生徒の十分な就

学支援を求める意見書」

の提出を求める請願書 

福島県教職員組合 

中央執行委員長 

瀬戸 禎子 

福島県教職員組合 

両沼支部  

支部長 星 和雄 

横山智代 

 

文教 

厚生 

 

採択 

第 8号 

6 月 19 日 

「消費税 5%への減税を

求める意見書」の提出に

ついて 

消費税廃止各界連絡

会 

事務局 服部 雅 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第 9号 

6 月 19 日 

「インボイス制度廃止を

求める意見書」の提出に

ついて 

消費税廃止各界連絡

会 

事務局 服部 雅 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第 10 号 

6 月 19 日 

国に対し「選択的夫婦別

姓制度の導入を求める意

見書」提出についての請

願 

新日本婦人の会会津

坂下班 

代表 保知 栄子 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

不採択 
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第 11 号 

6 月 19 日 

国に対し「女性差別撤廃

条約選択議定書のすみや

かな批准を求める意見

書」提出についての請願 

新日本婦人の会会津

坂下班 

代表 保知 栄子 

小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

第 12 号 

8 月 25 日 

米の安定供給等を求める

意見書の提出について 

会津農民運動連合 

会長 菅沼 弘志 
小畑博司 

総務 

産業 

建設 

採択 

 

（２）陳情 

受理 

年月日 
件名 提出者 付託委員会 結果 

第１号 

11月12日 

物価上昇に見合う年金引き上

げを求める意見書の提出につ

いて 

全日本年金者組

合福島県本部 

執行委員長  

佐藤征司 

 

文教 

厚生 

 

採択 

○陳情で郵送のものは、受理せず議長預かりとし、写しを議員に配布する。（先例集 90） 

○請願・陳情の受理は、告示前２日前、正午までとする。ただし、土日・祝日は日数に含

まない。（先例集 91） 

○本会議開会日の翌日、正午までに提出されたもので、急を要すると認められるものは、

一般質問２日目に各常任委員会に付託する。（先例集 92） 

○自分の所属する常任委員会に付託が予想される場合は、常任委員会の公正な審査の確保

上から請願書の紹介議員には原則としてならない。（先例集 93） 

○委員会報告における請願・陳情の審査経過と結果の報告は各委員長が行う。なお、各委

員会において、継続調査となったものについては、本会議での報告を省略して、継続審

査の申し出をする。（先例集 96） 

○請願は、会期の最終日に採決する。（先例集 100） 

 

１３．議員提出・委員会提出 議案・決議 
（１）議員提出議案 
区分 議員提出 件名 議決日 結果 

第 2 回

定例会 
第１号 

会津坂下町議会の個人情報の保護に関する

条例の一部を改正する条例 
7 月 10 日 可決 

第 2 回

定例会 
第２号 古川庄平町長に対する問責決議 7 月 10 日 否決 
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第 2 回

定例会 
第３号 

小畑博司町議会選出監査委員に対する辞職

勧告決議 
7 月 10 日 否決 

第 3 回

定例会 

第４号 五十嵐一夫議員に対する問責決議 9 月 18 日 可決 

第５号 酒井育子議員に対する問責決議 9 月 18 日 可決 

 
（２）委員会提出議案 
区分 議員提出 件名 議決日 結果 

第 1 回

定例会 

第１号 
緊急防災・減災事業債の期間延長及び一層の

充実を求める意見書の提出について 
3 月 17 日 可決 

第２号 
持続可能な農業の発展を築き、食料自給率を

高めるための意見書の提出について 
3 月 17 日 可決 

第３号 
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求

める意見書の提出について 
3 月 17 日 可決 

第４号 
高額療養費の限度額引き上げの見直しを求

める意見書の提出について 
3 月 17 日 可決 

第５号 
2,4,5-T 系除草剤の早期撤去を求める意見書

の提出について 
3 月 17 日 可決 

第 2 回

定例会 

第６号 
消費税 5%への減税を求める意見書の提出に

ついて 
7 月 10 日 可決 

第７号 
インボイス制度廃止を求める意見書の提出

について 
7 月 10 日 可決 

第８号 

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被

災児童生徒の十分な就学支援を求める意見

書の提出について 

7 月 10 日 可決 

第 3 回

定例会 

第 3 回

定例会 

第９号 
女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな

批准を求める意見書の提出について 
9 月 18 日 可決 

第１０号 
米の安定供給等を求める意見書の提出につ

いて 
9 月 18 日 可決 

第 4 回

定例会 
第１１号 

物価上昇に見合う年金引き上げを求める意

見書の提出について 
12 月 12 日 可決 
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１４．一般質問 
○一般質問の通告受付期間は、定例会開催日の１５日前の午前８時３０分から１４日前の

正午までとし、本人が持参提出する。（規則 61）（先例集 59） 

○所属常任委員会関係の質問は、原則としてなるべくしないものとする。（先例集 63） 

○一般質問の時間は、質疑答弁を含め一人５０分とし、質問回数は制限しない。（先例集 67） 

○議会を代表しての一般質問は、議会総意での懸案事項があった場合開催する。（平成３１

年第１回定例会より導入 先例集 71） 
 
第１回定例会 

番号 議員名 要  旨 

1 五十嵐一夫 町長の政治姿勢について 

町職員の守秘義務についての現状と指導について 

2 髙久敏明 会津坂下町における空き家の現状と今後の対策について 

3 横山智代 防災対策について 

福祉行政について 

行財政運営について 

4 青木美貴子 雪災害対策について 

町なか活性化について 

子ども食堂、地域食堂について 

5 小畑博司 子育て世代の負担軽減をどのように考えているか 

生活保護や困窮者支援などのセーフティネットは活かされているか 

高齢者福祉の現状と課題についての考えはいかに 

6 目黒克博 当町の除雪対策について 

町の上水道の水質管理について 

7 五十嵐正康 庁舎建設について 

8 佐藤宗太 町政について 

教育について 

 
第２回定例会 

番号 議員名 要  旨 

1 五十嵐一夫 町長の政治姿勢について 

新庁舎問題について、審議不十分の地質調査と財政問題、コンパクトシ

ティ政策の検討について伺う 

バスを中心とした公共交通、どのように利便性を向上させるか伺う 

2 

 

 

 

髙久敏明 

 

 

 

まちづくりの方針について 

公共交通対策について 

現庁舎跡地への賑わい拠点の整備について 

坂下東第一土地区画整理事業について 
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3 佐藤宗太 町長公約について 

ふるさと納税について 

ネーミングライツ（命名権）について 

4 五十嵐孝子 新庁舎建設事業について 

当町における訪問介護の現状について 

5 小畑博司 教育施設などの防犯対策をどのように考えているか 

新規就農の支援策は、就農を希望する方々に寄り添った施策になってい

るか 

地域おこし協力隊の皆さんの起業や定住は進んでいるか 

6 五十嵐正康 庁舎建設と財政について 

国土調査について 

町中の振興施設の創成について 

7 横山智代 ２期目の古川町政について 

教育行政について 

8 目黒克博 町地域防災計画について 

町展示中の蒸気機関車の現在の管理状況（メンテナンス）と、今後の管

理について町の考えを伺う 

 
第３回定例会 

番号 議員名 要  旨 

1 五十嵐一夫 町役場が町中心から移転したとき、庁舎がなくなった時、どのような町

中になるのかを想像し、庁舎・町職員・町賑わい活性を関係づけて町長

はどのように思っているのか胸中をうかがう 

ふるさと納税を、高校生の通学補助への支援や、学校給食費の無料化等

に充当できないか。ふるさと納税の寄付の選択別金額、寄付の充当の詳

細を問う 

地域内交通の確保や観光モビリティの展開等に、国土交通省が推進する

「グリーンスローモビリティ」（電動カート公道仕様）の導入を提案す

る 

2 横山智代 教育行政について 

福祉行政について 

3 髙久敏明 人口減少の現状と課題、その対応策について次の点を伺う 

4 目黒克博 教育関連施設の安全管理について 

5 

 

 

 

 

小畑博司 

 

 

 

 

行政のやる気が町民に伝わっているか 

ライヴァン通りに建設予定の振興施設に、町の歴史を示す古文書などを

整理し、利活用をする考えはないか。また、旧坂下高校体育館にクライ

ミング施設を設置し、年間を通した活用すれば若者も、高齢者も健康づ

くりに貢献できると思うがいかがか 
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5 小畑博司 元気な高齢者など、町民の力を借りて子どもの居場所づくりを考えては

どうか 

主食であるコメの安定供給をはかるため町は何ができるか 

6 佐藤宗太 魅力あるまちづくりについて 

インクルーシブ教育について 

7 物江政博 鳥獣対策について 

運動施設について 

財政政策について 

豪雪対策について 

8 酒井育子 町政を問う 

県立坂下高校跡地の無償譲渡について伺う 

 
第４回定例会 

番号 議員名 要  旨 

1 五十嵐一夫 ふるさと納税から事業に充当できる基金管理を明確にすべきでないか、基

金の創設を提言する 

町の賑わい活性に提言。「発酵のまち」の戦略と、春日八郎を顕彰する事

業をしていこう 

来年のデスティネーション・キャンペーンにどのように取り組んでいくの

か 

2 髙久敏明 新庁舎の建設計画について問う 

3 佐藤宗太 地域振興施設について 

ふるさと納税について 

4 山口 享 町長の政治姿勢について 

消防団について 

東第一地区土地区画整備事業について 

選挙管理委員会について 

5 五十嵐正康 有害鳥獣対策と今後について 

スマート農業創業支援について 

食文化振興と観光 PR について 

6 

 

 

 

 

 

6 

小畑博司 

 

 

 

 

 

小畑博司 

獣害対策は新たな段階に突入した。今後の対策を問う 

各地区の小学校体育館などにトランポリン、スポーツクライミング、スポ

ーツジムなどの器具を設置し、幅広い年齢層の健康増進を図る考えは実現

できないか 

障がいを持つ方や LGBTQ＋、高齢者など、誰にでも優しいまちづくりを

どのように実現するか 

国民の主食であるコメの安定供給と、消費者米価の安定のため、JA など

と共に、生産費用をもとにした政策を国に提言すべきではないか 
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7 青木美貴子 町の財政施策について 

公共施設の維持や管理について 

8 横山智代 農業行政について 

少子化対策について 

9 目黒 克博 当町の災害対策について 

当町の時刻を知らせる曲の更新について 

鳥獣対策について 

道の駅「ドッグラン施設」開設について 
 
１５．議会活動 
（１）議員研修等 

月日 研修会名 講師 研修内容 

開催なし 
 
（２）ばんげ未来トーク 

月日 テーマ 参加者 担当常任委員会 

1 月 25 日 
高齢化社会における公共交通

について 
川西みらいづくりの会 総務産業建設 

 
（３）常任委員会等行政視察 

常任委員会 月日 研修先 研修内容 

文教厚生 10 月 1 日～3 日 

栃木県 那須町 
東京都 清瀬市 
埼玉県 所沢市 
群馬県 高崎市 

共生型コミュニティについ
て 
障がい者の居場所づくりに
ついて 
トコろん学力向上プロジェ
クトについて 
障がい者の芸術活動の支援
について 

総務産業建設 10 月 22 日～24 日 
神奈川県 横須賀市 
茨城県 美浦村 
埼玉県 川島町 

DX の推進について 
ＩＣＴを取り入れた議会改
革について 
官民連携による空き家解消
について 
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１６．令和８年度一般会計予算及び議会費 

 
3.30

100.00

予算額（千円）費目

281,000

8,520,000

777,039

町債

歳入合計

国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

819,730
15,963

31,090

16,062

5.28
4.71
1.64
0.36

450,100
401,639
140,000

0.19
35.85
0.01
1.68
1.17
9.12

4.89

0.01

町税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

416,756

882

0.14

0.39

3,054,231
791

142,915
99,886

令和８年度　一般会計当初予算（歳入）

9.62
0.19

20.20

1.07

0.05

0.12

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

環境性能割交付金
地方特例交付金

使用料及び手数料

地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金

割合（％）

1,721,172

90,780

4,668

10,170

12,126

33,000

町税, 1,721,172

地方譲与税, 90,780

利子割交付金, 
4,668

配当割交付金, 
10,170

株式等譲渡所得割交

付金, 12,126

法人事業税交付金, 
33,000

地方消費税交付

金, 416,756

環境性能割

交付金, 882

地方特例交付

金, 16,062

地方交付税, 
3,054,231

交通安全対策特

別交付金, 791

分担金及び負担

金, 142,915

使用料及び手数料, 
99,886

国庫支出金, 
777,039

県支出金, 819,730

財産収入, 15,963

寄附金, 450,100

繰入金, 401,639

繰越金, 140,000 諸収入, 31,090 町債, 281,000
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費目 予算額（千円） 割合（％）
議会費 99,983 1.17

令和８年度　一般会計当初予算（歳出）

衛生費 533,338 6.26
労働費 1,693 0.02

総務費 2,084,122 24.46
民生費 1,970,475 23.13

土木費 645,247 7.57
消防費 368,583 4.33

農林水産業費 540,990 6.35
商工費 354,949 4.17

8,520,000 100.00

【議会費の主な内容】

名称 予算額（千円） 内容

教育費 1,024,766 12.03
災害復旧費 2,516 0.03
公債費 685,742 8.05

予備費 23,008 0.27

歳出合計

諸支出金 184,588 2.17

議会の広報広聴充実事業 1,980 議会だよりの印刷費用

会議録調製業務

費用弁償・研修旅費等 1,413 会議出席時の費用弁償及び視察研修等の旅費等

663 本会議における会議録の調整に要する費用

議員共済会負担金 10,832
議員年金制度廃止に伴う経過措置としての共済給付金
の給付に要する費用

議会費, 99,983 

総務費, 2,084,122 

民生費, 1,970,475 

衛生費, 
533,338 

労働費, 
1,693 

農林水産業費, 
540,990 

商工費, 354,949 

土木費, 645,247 

消防費, 368,583 

教育費, 1,024,766 

災害復旧費, 2,516 
公債費, 
685,742 

諸支出金, 184,588 



21 
 

 

（単位：千円）

金    額

1 報 酬 46,512 議 長 月 398 年額 4,776

副 議 長 月 289 年額 3,468

常任委員長 （ ３人） 月 271 年額 9,756

議 員 （９人） 月 264 年額 28,512

2 給 料 12,388 職 員

3 職 員 手 当 等 22,935

4 共 済 費 10,833 共済掛金負担金

7 報 償 費 173

8 旅 費 1,413 費用弁償 224 研修旅費

普通旅費 471

9 交 際 費 350 議長交際費 350

10 需 用 費 2,271 法規追録・書籍・新聞等　 216 印刷製本費 　2,010

事務用品 40

被服等 5

11 役 務 費 69 新聞広告料 58

洗濯手数料 11

12 委 託 料 733 会議録調製業務　　664

行政調査乗務員経費等 69

13
使用料及び賃
借料

749 駐車場使用料　 　　1040

自動車借上料　　　709

18
負担金補助及
び 交 付 金

1,557 非常勤職員公務災害補償組合 13 議員共済会 210

両沼地方町村議会議長会負担金 1,334

令和8年度　議会費当初予算

718

節  区  分 説              明

議    員、職    員

報償金            173
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   １７．資料（歴代正副議長・町幹部） 

年度 議長 副議長 町長
助役(～H19.3.31)

副町長
教育長

昭和30 広木　三郎次 佐藤　弥三次 佐藤　金三郎 石田　功 松田　重吉
31～32 賀川　常盛 廣木　徳三郎 〃 〃 〃
33～34 〃 長谷川　庄平 〃 〃 〃
35～36 長谷川　庄平 五十嵐　賢吉 〃 〃 〃
37 〃 赤城　勝良 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃
赤城　勝良 佐藤　菊次郎 〃 藤山　秀雄

39～41 五十嵐　賢吉 〃 〃 〃 〃
42 〃 〃 二瓶　喜元 〃 〃
43 〃 小池　昭男 〃 高橋　宏次 〃

44～45 〃 〃 〃 〃 〃
〃

生江　等
47～48 矢沢　昭七 渡部　久 〃 〃 〃
49 佐藤　菊次郎 広木　久弥 〃 〃 〃
50 〃 〃 菊地　行雄 〃 〃

〃
阿部　浩

53～54 小池　健男 丸山　豊美 〃 〃 〃
55～58 山口　林助 斎藤　善弘 〃 〃 〃

〃
佐藤　聰

61 稲垣　浩平 五十嵐　進 〃 〃 〃
62 〃 〃 山口　林助 〃 〃

2～3 〃 新井田　忠 〃 〃 〃
〃

芦沢　健
6～7 堀　　新平 中島　隆一 〃 〃 〃
8～9 〃 佐藤　浩平 〃 〃 〃
10 青木　正昭 成田　庄一 〃 〃 〃
11 〃 〃 竹内　俊 大平　正芳 〃

12～13 〃 髙橋　勝明 〃 〃 高久　庄三
14～15 齋藤　文英 小林　昭一 〃 安藤　正 〃

18 渡部　三郎 水野　孝一 〃 沼木　裕 〃
19 〃 〃 〃 〃 堀　幸一郎

20～21 小林　昭一 千葉　親子 〃 〃 〃
22 〃 古川　庄平 〃 〃 〃

〃 〃 〃
成田　庄一 水野　孝一 佐藤　玄

24 齋藤　善平 五十嵐一夫 〃 〃 〃
〃 〃

齋藤　文英 日下　亮
26～29 古川　庄平 猪俣　恒雄 〃 〃 〃

30～令和元 〃 〃 〃 〃 鈴木　茂雄
2 水野　孝一 青木美貴子 〃 〃 〃

〃 〃 〃
古川　庄平 板橋　正良 〃

4 〃 小畑　博司 〃 〃 〃
5 〃 〃 〃 〃 〃
6 赤城　大地 山口　　享 〃 〃 〃
7 〃 〃 〃 〃 〃
8 〃 青木美貴子 〃 〃 〃

3 〃 〃

〃

23 〃 〃

25 〃 〃 〃

4～5 〃 大竹　　学 〃 宇内　貞男

16～17 〃 〃 〃 佐賀　勝

63～平成元 〃 土井　　昭 〃 〃 〃

51～52 渡部　久 小池　健男 〃 三橋　貞男

59～60 〃 鈴木甲子郎 〃 大竹　博

38 〃

46 平野　睦雄 〃 〃 〃


